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次の問いに答えよ．

(1) 3辺の長さが t, t+ 1, t+ 2 である三角形が存在するような実数 t の値の範囲を

求めよ．

以下では，(1) の三角形を △ABC とし，BC = t, CA = t+ 1, AB = t+ 2 とする．

(2) cos∠C を t を用いて表せ．

(3) cos∠C のとり得る値の範囲を求めよ．
(4) ∠C = 120◦ となるような t の値と，そのときの △ABC の面積を求めよ．
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【答】

(1) t > 1

(2) cos∠C = t− 3
2t

(3) −1 < cos∠C < 1
2

(4) t = 3
2
，(△ABCの面積) =

15
√
3

16

【解答】

(1) 3辺の長さが t, t+ 1, t+ 2 である三角形が存在する条件は

(最大な辺の長さ) < (他の 2辺の長さの和)

であるから

(t+ 2) < t+ (t+ 1) ∴ 1 < t ……（答）

である．
(2) 余弦定理より

cos∠C = BC2 +CA2 −AB2

2BC · CA

=
t2 + (t+ 1)2 − (t+ 2)2

2t(t+ 1)

= t2 − 2t− 3
2t(t+ 1)

=
(t− 3)(t+ 1)

2t(t+ 1)

=
t − 3
2t

……（答）

となる．
(3) (2)の結果より

cos∠C = 1
2

− 3
2t

t > 1 のとき 3
2t
は区間 0 < 3

2t
< 3

2
の範囲を動くので，cos∠C = 1

2
− 3

2t
のとり得る

範囲は
1
2

− 3
2

< 1
2

− 3
2t

< 1
2

− 0

∴ −1 < cos∠C < 1
2

……（答）

となる．
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(4) ∠C = 120◦ のとき

cos∠120◦ = t− 3
2t

− 1
2

= t− 3
2t

∴ t = 3
2

……（答）

である．このとき，△ABC の面積は

1
2
BC · CAsin∠C = 1

2
· 3
2

·
(
3
2

+ 1
)
· sin 120◦

= 1
2

· 3
2

· 5
2

·
√
3
2

=
15

√
3

16
……（答）

である．


